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NY マーケットレポート（2016 年 8 月 4 日） 
 

NY 市場では、序盤に発表された米失業保険申請件数が市場予想より悪化し、2 週連続の増加となったことから、ドルは序盤からやや上

値の重い動きとなった。しかし、米雇用統計の発表を控えて様子見ムードも強まりつつあり、下値は限定的となった。そして、終盤ま

で小動きの展開が続いた。一方、英ポンドは、政策金利の引き下げや、資産購入規模の拡大を発表したことを受けて、英ポンドは主要

通貨に対して下落した。政策金利の引き下げは、2009 年 3 月以来 7年 5ヵ月ぶり、また量的緩和の拡大は、2012 年 7 月以来約 4年ぶり

となった。 

 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

20：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

英政策金利 0.25％（予想 0.25%・前回 0.50%） 

 

英中銀資産購入目標 4350 億 GBP（予想 3750 億 GBP・前回 3750 億 GBP） 

 

 
出所：Bloomberg 

 
出所：Bloomberg 

 

20：45 

英中銀 

 

・「政策金利を 0.25％に引き下げ」 

・「資産購入枠を 600 億ポンド拡大」 

・「MPC 過半数は年内に 0付近への利下げ見込む」 

・「資産購入の対象に社債を追加」 

・「利下げ決定は全会一致」 
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20：40 

≪ 要人発言 ≫ 

カーニー・英中銀総裁 

 

・「政策パッケージの全ての要素に拡大余地がある」 

・「必要ならば一段の利下げが可能」 

 

 
出所：Net Dania 

 

 

21：00 

ドル/円 101.20  ユーロ/円 112.55  ユーロ/ドル 1.1123 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6730.50 96.10 
ダウ 

先物ミニ 
18319 +50 

仏 CAC40 4353.85 +32.77 
S&P 

500 ミニ 
2162.25 +5.25 

独 DAX 10267.71 +99.50 
NASDAQ 

 100 ミニ 
4733.25 +5.00 

出所：SBILM 
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21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

新規失業保険申請件数 26.9 万件（予想 26.5 万件・前回 26.6 万件） 

 

失業保険継続受給者数 213.8 万人（予想 213.0 万人・前回 214.4 万人） 

前回発表の 213.9 万人から 214.4 万人に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：Bloomberg 
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経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

16/07/30・・・269,000・・・ +3,000・・・260,250・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

16/07/23・・・266,000・・・+14,000・・・256,500・・・・2,138,000・・・・1.6％ 

16/07/16・・・252,000・・・ -2,000・・・257,500・・・・2,144,000・・・・1.6％ 

16/07/09・・・254,000・・・   0・・・259,000・・・・2,132,000・・・・1.5％ 

16/07/02・・・254,000・・・-16,000・・・264,750・・・・2,153,000・・・・1.6％ 

16/06/25・・・270,000・・・+12,000・・・267,250・・・・2,117,000・・・・1.5％ 

16/06/18・・・258,000・・・-19,000・・・266,750・・・・2,168,000・・・・1.6％ 

16/06/11・・・277,000・・・+13,000・・・269,250・・・・2,139,000・・・・1.6％ 

16/06/04・・・264,000・・・ -4,000・・・269,500・・・・2,162,000・・・・1.6％ 

受給者数は集計が 1週間遅れる 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7 月メキシコ消費者信頼感指数 88.9（予想 92.2・前回 93.5） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 18368.32 +13.32 

ナスダック 5157.13 -2.61 

出所：SBILM 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6 月米耐久財受注（前月比） -3.9％（予想 -4.0%・前回 -4.0%） 

 

6 月米耐久財受注[除輸送用機器]（前月比） -0.4％（予想 -0.4%・前回 -0.5%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 
出所：Bloomberg 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6 月米製造業受注指数（前月比） -1.5％（予想 -1.9%・前回 -1.2%） 

前回発表の‐1.0％から-1.2％に修正 
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出所：Bloomberg 

 

 

23：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、英国の金融緩和決定を好感して欧州主要株価が軒並み上昇したことを受けて、主要株価は堅調な動きとなった。た

だ、その後は利益確定売りが広がり、やや軟調な動きとなった。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

米失業保険申請件数は、前週比+0.3 万件の 26.9 万件となり、2週連続増加した。ただ、節目となる 30 万件を 74 週連続で下回っている。

申請件数の 4週移動平均は、前週比+3750 件の 26 万 250 件。また、集計が 1週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比‐0.6 万人の 213.8

万人と 2週ぶりのマイナスとなった。受給者総数の 4週移動平均は、前週比+5250 人の 214 万 1750 人だった。受給者比率は、前週比横

ばいの 1.6％だった。 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6740.16 +105.76 

仏 CAC40 4345.63 +24.55 

独 DAX 10227.86 +57.65 

ストック欧州 600 指数 337.84 +2.26 

ユーロファースト 300 指数 1331.68 +9.47 

スペイン IBEX35 指数 8385.50 +122.00 

イタリア FTSE MIB 指数 16236.41 +106.57 

南ア アフリカ全株指数 52543.37 +10.61 

出所：SBILM 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、英中銀が、英国の EU 離脱決定に伴う景気減速に対応するため、大規模な金融緩和策を発表したことが好感され、主要

株価は堅調な動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 18361.06（+6.06）、S&P500 2165.84（+2.05） ナスダック 5169.16（+9.42） 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、英中銀が大規模な金融緩和策を決め、英国債の相場が上昇したことが好感された。6 月の米製造業受

注高が 2ヵ月連続で減少したことも支援材料となった。 

 

午前の利回りは、30 年債が 2.24％（前日 2.30％）、10 年債が 1.49％（1.54％）、7年債が 1.30％（1.35％）、5年債が 1.02％（1.07％）、

3年債が 0.75％（0.78％）、2年債が 0.65％（0.67％）。 

 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

英中銀は、EU との今後の貿易関係の不透明さから、企業が投資や雇用などを控え、景気が悪化する恐れが強まっていることから、政策

金利を年 0.50％から過去最低の 0.25％に引き下げることを決定した。資産購入の規模も 600 億ポンド拡大し、4350 億ポンド（約 58 兆

2900 億円）とした。そして、社債を買い入れる仕組みも導入する。利下げは 2009 年 3 月以来、7年 5ヵ月ぶり。量的緩和の拡大は 2012

年 7 月以来、約 4年ぶりとなった。英国の EU からの離脱決定を受け、景気が悪くなる懸念が強まっており、金融緩和で下支えする狙い。  

 

インフレ報告書で、GDP 成長率について 、2017 年は 0.8％（前回 5 月 2.3％）、2018 年は 1.8％（2.3％）とした。2 年後のインフレ率

の見通しは、前回予測では 2.1％、金融緩和でポンド安が進み輸入物価が上がる可能性があるため、2.4％に引き上げた。 

 

 

3：40  
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NY 金は、中心限月が前日比 2.70 ドル高の 1オンス＝1367.40 ドルで取引を終了した。 

 

 

4：15  

NY 原油は、中心限月が前日 1.10 ドル高の 1バレル＝41.93 ドルで取引を終了した。 

 

 

4：45 

≪ 要人発言 ≫ 

ハーカー・フィラデルフィア連銀総裁～年次報告書の中でコメント 

 

・「インフレが加速すれば、もう少し積極的な政策を」 

・「世界経済を引き続き注視する」 

・「米経済のファンダメンタルズは健全」 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1367.40 +2.70 

NY 原油 41.93 +1.10 

出所：SBILM 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

NY 金は、英中央銀行が利下げや資産購入など大規模な金融緩和策を決めたことを材料に、金市場への資金流入が加速するとの見方が広

がり、買いが優勢となった。   

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 
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NY 原油は、ガソリン在庫が減ったことに加え、米オクラホマ州クッシングの在庫減少が伝わったことも買い材料となり、一時は 1バレ

ル＝42 ドル台まで値上がりするなど堅調な動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 18352.05 -2.95 18397.87 18325.17 

S&P500 種 2164.25 +0.46 2168.19 2159.07 

ナスダック 5166.25 +6.51 5174.00 5145.39 

出所：SBILM 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、英国の金融緩和決定を好感して欧州主要株価が軒並み上昇したことを受けて、主要株価は堅調な動きとなった。ただ、

その後は利益確定売りが広がり、終盤までやや軟調な動きとなった。ダウ平均株価は、序盤は堅調な動きとなったものの、その後は上

値の重い動きが続き、小幅安で引けた。 
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出所：Bloomberg 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 101.24 101.29 101.01 

EUR/JPY 112.66 112.85 112.50 

GBP/JPY 132.80 133.45 132.57 

AUD/JPY 77.23 77.25 76.93 

NZD/JPY 72.69 72.90 72.51 

EUR/USD 1.1130 1.1149 1.1121 

AUD/USD 0.7630 0.7641 0.7610 

出所：SBILM 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米雇用関連の経済指標が予想より悪化したことや、株価がやや軟調な動きとなったこともあり、ドル円・クロス円は

序盤から小動きの展開が続いた。特に、米雇用統計の発表を控えていたことも限定的な動きを後押しした。 
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出所：Bloomberg 

 
出所：Bloomberg 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容につい

ては万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害に

ついても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


